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「秋田大学みらい創造基金学生海外派遣支援事業」帰国報告書 

記入日：2020年 1月 31日 

 

所属：  国際資源学部  国際資源学科    4年 

氏名：佐藤森樹 

派遣先大学名（国）フィリピン大学ディリマン校（フィリピン） 

在籍身分：交換留学生 

派遣期間：2019年 1月から 2019年 12月の約 1年間 

渡航年月日：2019年 1月 9日 

帰国年月日：2019年 12月 20日 

 

○派遣先大学における授業等の履修状況 

  （履修した講義名，講義の履修期間，週当たりの講義時間，修得単位数などを確認

できる成績表（写）等の添付） 
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○研究・学習概要及び今後の勉学計画 

  （受講した講義の内容，留学したことを本学での卒業論文や将来に向けてどう活か

していくか等） 

留学中は主に、人類学と社会学の授業を履修していました。受けた授業の主な内容は、

フィリピンの民族誌、自己と社会について、考古学入門、フォークロア・フィリピンの

民間伝承、ダンスの人類学的な研究、応用人類学でのフィールドワーク、現代フィリピ

ン社会の問題といったものでした。また授業以外の期間には、ルソン島北部山岳地域コ

ーディリエラ地方における各部族の伝統文化が息づく小規模金鉱山コミュニティにお

いて、文化人類学的フィールドワークを実施し、鉱山労働従事者とその家族の生活から

多くの気付きを得ました。 

今後、秋田大学での卒業論文のテーマとして留学中に調査した小規模金鉱山コミュニ

ティを取り上げ、気付きをまとめる方針です。フィリピンで数多くの異文化に触れ、そ

のいくつかに深く浸かった今回の経験を生かして、将来は異文化により寛容で平和な社

会の実現に貢献するべく努力していきたいと考えています。 

 

○生活面について 

  （現地の学生との交流，寮・下宿，食生活，習慣の違い・マナーなど） 

現地の学生や他の留学生と友情を育てることが出来たことは、今回の留学において、

私が最もその幸運に感謝していることの一つです。ほぼ毎日のように誰かと一緒に食事

をしていましたし、それぞれの誕生日には互いの国の料理を作ってお祝いをすることも

ありました。互いの味の好みや趣味や夢といったことの共通点や違いから、沢山の知的

な刺激と新たな目標を得ました。 

留学中は寮に滞在していました。南国情緒あふれる中庭には猫たちが戯れている心洗

われる空間でした。 

食事はお米が主食だったためか、幸いにも拒絶感なく毎日美味しく摂ることが出来ま

した。フィリピンではフィリピン料理のみならず、中華料理、アメリカ料理、韓国料理、

スペイン料理そして日本料理といった各国の料理をどこでも簡単に見つけて食べるこ

とが出来るので、食事に飽きることはありませんでした。 

習慣やマナーの違いとして、留学の初めのころはフィリピン独自の乗合タクシーであ

るジプニーの乗り方に戸惑いました。乗車時に車体の側面に記された目的地を自分で発

見して挙手にて停車させなければいけないということや、運賃を運転手に手渡しする際、

乗車客が運転席から離れている場合は乗車客同士がバケツリレーのようにしてお金を

やり取りすることなど、初体験のことが多かったため、戸惑いました。 
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○その他留学全般にわたる感想 

  

 パラワン島のエルニドは、エメラルドグリーンの海が印象的な楽園でした。 

 

魚たちが出迎えてくれるその海は、政府と地元住民の方々の手によって美しく保たれ

ていました。 
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フィリピン大学内にもたくさんの美しい場所がありました。上の写真は夕方の正門前

です。写っているのは、理想のフィリピン大学生を象徴する Oblationと呼ばれる像の

レプリカです。 

 

 フィリピン大学の卒業シーズンである 6月には、キャンパス内に沢山の向日葵の花が

咲き、卒業生を祝福します。 
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このようにフィリピンには数多くの美しい場所があると同時に、目を背けたくなるよ

うな貧困や犯罪が現存していることも確かです。フィリピンが今抱えている社会問題の

中には、日本がかつて経た経緯をなぞるようなものもあれば、フィリピンならではの事

情に由来する独自のものもあります。私が留学を経て得た大きな学びの一つは、自分と

相手には違いがあるということを前提に、自分が納得できないことも含めて、相手への

敬意を持って人と接していくことが大切だということです。相手への敬意があってこそ、

相手の立場に立って考え、問題解決のために行動することが出来るのだと思います。フ

ィリピンがいつか、格差や争いのない国になるために、私もフィリピンへの敬意を抱い

た上で行動していきたいと思います。 

 

○渡航費補助について 

今回の留学での全ての経験は、秋田大学みらい創造基金による渡航費補助があったか

らこそ得られたものだと思います。基金に寄付をしてくださった方には本当に感謝して

います。本当にありがとうございました。 

今後、秋田大学生が留学にもっと関心を抱き、私が得られたような異文化からの学び

を多くの方が得られるようになれば、秋田大学の将来の学習環境はさらに刺激的なもの

になると思います。私は今回の経験を他の学生にも伝え、これからの秋田大学をより魅

力的な場所に押し上げていくような働きが出来るよう、力を尽くしてまいります。 

 


